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高強度材料、軽量材料、高加工性材料、超微細結晶材料、
エコマテリアルなど社会に要求される新材料を創製する
ために革新的な材料加工プロセスを提案・開発する研究
を行っています。また材料プロセス中の材料の変形・組
織・物性発現の過程を解明し、指導原理を明らかとする
ために、その場観察・計測のための実験技術や、理論お
よび数値解析法の改良や開発する研究も進めています。
さらには、性能向上、省エネルギー、低 CO2 排出量を
目的として、使用する材料や加工プロセスの選択・最適
化を行う設計法の開発にも取り組んでいます。

 

 
 

モノづくり分野、材料製造分野、トライボロジー、その場観察

マルチプロパティデザインに基づく
革新的材料加工プロセスの開発
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＃塑性加工 ＃トライボロジー ＃マルチマテリアル ＃その場観察
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原子レベルからメートルレベルにおける構造と特性の関係
を解明し、環境に配慮して有用な性能を持つ材料を設計し、
その製造プロセスを創製する研究を進めています。特に、
計算機シミュレーションと実験の融合、データ駆動型のア
プローチによる材料プロセスの最適化を、レーザによる
3D プリンターで発生する特殊な環境（超温度場）におけ
る特異な凝固・結晶成長現象の解明と制御に焦点を当てて
研究をしています。さらに、希少元素フリーで高機能を発
現する力学メタマテリアルの開発や、リサイクルによる持
続可能社会の実現に開発に貢献する研究も行っています。

新素材分野、エネルギー分野、医療・ヘルスケア分野

求められる特性をもつ材料を、
製法・資源リサイクルを含めて設計
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＃ Additive Manufacturing ＃コンピュータシミュレーション ＃超温度場材料創成学 ＃力学メタマテリアル
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